
Theme ｜ テーマ Presenter ｜ 発表者

〈主催〉 みやぎシネマクラドル、せんだいメディアテーク
〈助成〉 一般財団法人　地域創造　〈協力〉 i-くさのねプロジェクト

佐藤 真紀
（さとう まき）

1966年、宮城県生まれ。仙台市在住。みやぎシネマ

クラドルへの参加、吉岡宿にしぴりかの映画祭の映

像制作ワークショップをきっかけに映像制作を始め

る。これまでにショートムービー『マサさん』『光の

時間』『朝採り枝豆』など。
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電   話：080-2773-0181（砂子）
メール：m.cinemacradle@gmail.com（我妻）
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今回の映像サロンでは、仙台市在住でドキュメ
ンタリー制作を続ける佐藤真紀さんが、ご自身
と同年で長年交流のあるロックミュージシャン・
ササキショーイチさんを追った作品を上映しま
す。全国各地の現場労働を転々としながらライ
ブ活動を行い、ひたむきに音楽を届ける一人の
歌手の姿と、その姿を5年がかりで追い続けた一
人の作り手の姿を通して、この困難な世の中で
自分の「芯」を持って生きることの意味を考えま
す。是非ご参加ください。
※映画本編であるA面（46分）と、本編には使われな

かったササキショーイチさんの別な表情を記録したB

面（30分程度の特別映像）の2つを上映します。

自分の生き様を貫く  
～あるロックミュージシャンを撮り続けて～

No.20

■注意事項▶発熱がある方、体調の優れない方はご来館をお控えください。▶やむを得ず、中止となる場合があります。ご了
承ください。▶最新情報は、ウェブサイト等でご確認いただくか、お問い合わせください。
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https://www.smt.jp/projects/cradle/
https://www.facebook.com/miyagi.cinemacradle

お問い合わせ先■
m.cinemacradle@gmail.com

みやぎシネマクラドルってどんな会？

当プロジェクトは、せんだいメディア
テークの事業「メディアスタディーズ」
の一環として実施されています。

みやぎシネマクラドルへのお問い合わせ・最新情報はこちらから

活動内容

当会に所属する作り手たちは普段はそれぞれに活動
していますが、コミュニケーションツールや交流会を
通して親睦を深めるほか、せんだいメディアテークの
事業「メディアスタディーズ」に参加し、「映像サロ
ン」というイベントを年に数回、不定期で開催してい
ます。
映像サロンの主な内容としては、①「あるテーマにつ
いて、会員作品の上映を通して参加者が意見を交わ
し、考えを深めるもの」と、②「会員の制作途上の作
品について参加者が意見を出し合い、制作者に
フィードバックするもの」と2種類あります。映像を通
して参加者が対話し、ともに学び合うための開かれ
た場を作るのが映像サロンの目的です。

みやぎシネマクラドルは、宮城県を主な拠
点に、映像を通して作り手と市民が繋がり
支え合うためのコミュニティとして2015年
4月に始まりました。地元にどんな作り手
がいてどんな活動をしているのか興味はあ
りませんか？
どなたでもお気軽にご参加ください。

代表の言葉

さまざまな立場の方が参加するみやぎシネマクラドル
ですが、当会の立ち上げの背景には、地元で映画を制
作している作り手が、お互いの存在を知り、支え合っ
たり切磋琢磨したりするための環境を宮城に作ること
ができないかという思いがありました。
立ち上げ以来のメンバーには、ドキュメンタリーを中
心に、劇場公開や国際映画祭での受賞の経験のある
映画監督、テレビのベテランディレクターなど、映像の
世界で活躍する作り手たちが参加しています。活動を
続ける中で、アニメーション作家や作曲家など、メン
バーも多彩になっていきました。
当会では、そうして活動する作り手たちと、その志や活
動を理解し、応援してくれる市民が交流しながら、映
像を通して人の生き方や社会について、そして表現の
あり方について考えるための場を作っています。また
「映画を作りたいけどどうしていいか分からない」
「映画を作っているけど作り手同士の交流がない」
「映画を作ったものの人に観てもらう機会が無い」と
いった悩みを抱える人たちが、気軽に情報交換したり
するためのコミュニティとしても機能しています。
「cradle」（クレイドル）は邦訳すると「ゆりかご」とい
う意味になります。このプロジェクトを通して地元の作
り手の活動を広くたくさんの人に伝えつつ、同時に対
話や交流を重ねることで次世代の作り手や宮城の豊
かな映像文化を育むことに貢献したい。これが私たち
みやぎシネマクラドルの目指すところです。

みやぎシネマクラドル代表　我妻 和樹


